
病歴・就労状況等申立書 

病 歴 関 係 傷 病 名 う つ 病 

この病歴関係の申立書には、障害の原因となった病気やケガについて、発病したときから現在までの経過を記入

して下さい。 

１ 

発病した時の状況と発病から初 

 

診までの間の状況について記入 

 

して下さい。 

発 病 日 昭和・平成 14年 6月 頃 日 

（発病したときの状況） 

仕事や家庭のストレスで胃が痛くなり、近所の内科を受診した。 

 

（発病から初診までの状況） 

胃の痛みは改善せず、家族に精神科の受診を薦められた。 

２ 
初診時の医療機関の名称・所在地に

ついて記入して下さい。 

初 診 日 昭和・平成 14年 6月 10日 

医 療 機 関 
名 称 ○○内科 

所在地 大阪府○○市○○町 1-1-1 

初診から現在のまでの経過を年月順に記入して下さい。（発病から初診までの期間が長い場合は、発病から初診なでについても記入して下さ

い） 

１．受診していた期間は、通院期間及び受診回数・入院期間、治療の経過、医師から指示された事項、転医、受診中止の理由

などを記入して下さい。 

２．受診しなかった期間は、その理由、自覚症状の程度、日常生活の状況などについて具体的に記入して下さい。 

３．1つの期間が長い場合は、その期間を 3年から 5年ごとに区切って記入して下さい。 

３ 

（該当する物に○で囲んでください） 

受診  した ・ していない 

昭和・平成 14年 6月 10日から 

昭和・平成 14年 6月 19日まで 

（受診していた場合は医療機関の名称） 

 

 ○ ○ 内 科             

左の期間状況  

 

職場での異動があり、慣れない仕事に多くのストレスを 

抱えていた。 

胃が痛くなったので近所の内科を受診した。 

治療内容は胃薬のみの投薬。 

４ 

（該当する物に○で囲んでください） 

受診  した ・ していない 

昭和・平成 14年 6月 20日から 

昭和・平成 15年 3月 31日まで 

（受診していた場合は医療機関の名称） 

 

 ○○メンタルクリニック             

左の期間の状況 

 

初診から 10日経っても胃の痛みはなくならず、 

家族の薦めで近所の精神科を受診した。 

そこでうつ病と診断される。 

結局仕事には慣れず、平成 15年 3月 31日で退職した。 

５ 

（該当する物に○で囲んでください） 

受診  した ・ していない 

昭和・平成 15年 4月 1日から 

昭和・平成 15年 5月 10日まで 

（受診していた場合は医療機関の名称） 

 

 受 診 な し             

左の期間の状況  

 

病状は思わしくなかったが、金銭的に厳しくて受診できなかった。 

家族とも離婚して平成 15年 5月 5日に実家に戻った。 

６ 

（該当する物に○で囲んでください） 

受診  した ・ していない 

昭和・平成 15年 5月 11日から 

昭和・平成 15年 6月 10日まで 

（受診していた場合は医療機関の名称） 

 

 ○ ○ 精 神 科             

左の期間の状況  

 

実家近くの○○精神科に転院した。 

自暴自棄になって薬の過剰摂取で意識を失った。 

家族に発見され○○病院に救急搬送された。 

診断書の病名

に統一させる 
発病日は確定

日付でなくて

も良い 

初診日は確定日付

が必要 

診療科が違っても、初診

の病院を記載 

状況を要約して記載す

ること 

上の段と日付を空けず

に記入 

受診していない場合は

「していない」に○印 

書ききれない場合は、 

病歴・就労状況等申立書を

複数枚用意して下さい 



就労状況等関係 
この就労状況等関係の申立書には、障害認定日（初診から１年６か月または、 

それ以前に治った場合は治った日）頃と現在の就労状況等について記入してください。 

１．障害認定日 （昭和・平成  15年 12 月 10日）頃の状況を記入してください。 

① 

就労し

ていた

場合 

ア．通勤について記入して下さい。 

   

  通勤方法  

 

  通勤時間      時間   分 

ウ．どんな仕事をしていたか具体的に記入して下さい。 

 

イ．出勤の状況を記入して下さい。 

 

障害認定日の前月       日） 

 

障害認定日の前々月      日） 

エ．仕事中、仕事が終わったときの身体の調子がどんなであった

か記入して下さい 

  

② 

就労し

ていな

かった

場合 

ア．仕事をしていなかったのは、どんな理由ですか、該

当するものを○で囲んでください。 

（ア） 体力に自信がなかったから 

（イ） 医師から働くことを止められていたから 

（ウ） 働く意欲がなかったから 

（エ） 働きたかったが適切な職場がなかったから 

（オ） その他 

     理由（             ） 

イ．毎日どのように過ごしていましたか、該当するものを○で囲

んでください。 

（ア） 普通の日常生活ができた。 

（イ） ほとんど家の中にいたが、時々散歩にでた。 

（ウ） 身のまわりのことができたが、１日中家にいた。 

（エ） 身のまわりのことはかろうじてできたが、１日中寝

ていた。 

（オ） 身に回りのこともできず、常に他人の介助が必要で、

１日中寝ていた。 

③ 
日常生活に不便を感じていたことがあれば記入してください。 

働くことが出来ず、金銭的に厳しかったので通院も安定しなかった。とても疲れやすく、日中も家で横になっていた。 

２．現在（請求日頃）の状況を記入してください。 

① 

就労し

ている

場合 

ア．通勤について記入して下さい。 

   

  通勤方法 

 

  通勤時間      時間   分 

ウ．どんな仕事をしていたか具体的に記入して下さい。 

 

イ．出勤の状況を記入して下さい。 

 

請求日の前月 （    日） 

 

請求日の前々月（    日） 

エ．仕事中、仕事が終わったときの身体の調子がどんなであった

か記入して下さい 

② 

就労し

ていな

い場合 

ア．仕事をしていないのは、どんな理由ですか、該当す

るものを○で囲んでください。 

（ア） 体力に自信がないから 

（イ） 医師から働くことを止められているから 

（ウ） 働く意欲がないから 

（エ） 働きたかったが適切な職場がないから 

（オ） その他 

      理由（             ） 

イ．毎日どのように過ごしていますか、該当するものを○で囲ん

でください。 

（ア） 普通の日常生活ができる。 

（イ） ほとんど家の中にいるが、時々散歩にでる。 

（ウ） 身のまわりのことはできるが、１日中家にいる。 

（エ） 身のまわりのことはかろうじてできるが、１日中寝

ている。 

（オ） 身に回りのこともできず、常に他人の介助が必要で、

１日中寝ている。 

③ 

就労し

ていな

い場合 

 

日常生活に不便に感じていることがあれば記入してく

ださい。 

金銭管理が出来なくなり、不要なものを買い込み、 

適切な判断が出来ない。 

不要な物を買ってしまうので、 

金銭管理は家族が管理している。 

④ 

現在の受診状況について該当するものを○でかこんでくだ

さい 

ア．受診している 

（最近の受診回数・今月  回、前月  回、前々月  回） 

 

イ．受診していない 

上記のとおり申し立てます。                       郵便番号 

平成  年  月  日                      住所 

      氏名 

        電話番号 

                              代理人が記入した場合（本人との関係   母    ） 

代理人が作成する場合は、

その続柄を記入した下さい 

日常生活の不便さを具体的

に記入して下さい 

日常生活の不便さを具体的

に記入して下さい 


